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海が描写された日本映画は，映画制作者の眼を通して多くの日本人が共有可能な海の風景の見方が投影

されていることから，海の風景の意味を読み解く資料的価値を有していると考える．しかし，これまでに

映画で表現される風景の意味を読み解いた研究は乏しく，その解読方法も確立されていない．そこで本研

究では，映画に映された風景の意味を解読する新たな方法を考案し，海が撮影されたショットの分析を通

じて海の風景の意味を読み解いた． 
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１．研究の背景および目的 
 

四方を海に囲まれたわが国の映画(日本映画)には，海

の風景が撮影された作品がいくつも存在し，海の風景が

社会的に共有された映像資料として蓄積している． 

これら映画に描写された海の風景は，映像を通して鑑

賞者に伝えたいメッセージを最も効果的に表現するため

に映画制作者が厳選した風景であり，映画作品のストー

リーを演出するための何らかの意味が込められている．

また，映画に描写される風景には，大衆が共有する風景

の見方が反映されているため，映像のなかで海の風景が

描写されることの意味は，多くの鑑賞者にとって納得さ

れるものである(第２章で詳述する)．  

そうであるなら，海が描写された映画は，映画制作者

の眼を通して，海の風景に対する大衆的な認識が投影さ

れているといえ，海の風景が有する意味を読み取る資料

的価値を有していると考える． 

そして，海辺の景観形成を推し進めるうえで，海の風

景の目標像を第一に検討することの重要性が指摘されて

いる現在１)，海が描写された映画の分析を通じて，海の

風景の意味を考察することは，海の風景が享受できる空

間のあり方を検討する際のひとつの手がかりとなる可能

性がある． 

そこで本研究では，映画の分析を通じて，映像に込め

られた海の風景の意味を明らかにすることを目的とする． 

２．本研究で映画を分析資料とする意義 

 

(1)風景に込められた意味の存在 

映画制作者は，自身の心情や作品のテーマといった鑑

賞者に伝えたいメッセージを映像によって表現する．そ

のメッセージは，登場人物の表情や台詞･小書などとい

った役者の演技のみならず，舞台の眺めを通して表現さ

れることになる．そのため，映画で描写される風景には，

ロケーション･ハンティングにより数ある撮影候補地か

らそのメッセージを表現するのに相応しい舞台が厳選さ

れる．さらに，構図の選定においても，撮影技法を駆使

するなどしてメッセージをより鮮明に表現するための演

出が施される．こうして，映画を構成する，海が撮影さ

れた映像には，役者の演技と海の風景の両面から各場面

におけるメッセージが投影されており，その映像を読み

解くことで，海の風景が有する多様な意味を理解できる

といえよう． 

 

(2)大衆に納得される客観性を有する 

映画作品で表現される風景は，厳密には映画制作者個

人が思い描く主観としての風景である．しかし，映画が

大衆的な芸術作品として不特定多数の人々に有料で供さ

れる以上，映像を通して伝えられるメッセージは様々な

考えを持つ多数の鑑賞者にとって共感できるものでなけ

ればならない．そのため，映画制作者は多くの人々が共



 

有可能な場所のイメージをも考慮した上で舞台や構図の

選定に臨むことになるといわれている２)．さらに，撮影

技法などが駆使されることで，メッセージを伝える役者

の演技や舞台の眺めは，鑑賞者の大半がそのメッセージ

を容易に理解できるかたちで映像に定着している３)．す

なわち，映画で登場する海の風景には，人々が意識･無

意識にかかわらず共通して抱く海のイメージが反映され

ており，鑑賞者にとって共通性を持った海の風景の捉え

方(集団表象)が存在するといえる．以上のことから，映

画から海の風景の意味を捉える際の客観的な解釈が可能

になると考えられる． 

 

(3)実空間のリアリティが表現される 

映画では，基本的に実写による動きのある立体的な造

形表現や言語説明が展開される．これにより，鑑賞者は

あたかも映像に入り込んだかのような体験ができ，その

映像を鑑賞することによって受ける印象は現実の心理体

験に匹敵するほどであるともいわれている３)．それほど

生活の様子や空間の再現の精巧さは優れており，読者に

空間の再現性が委ねられる文学作品や制作者のイメージ

が簡略化された状態で表現される絵画やアニメ，さらに

静止した構図として風景を表現する写真などと比べると，

映画より捉えた海の風景の意味や舞台構成は，実空間へ

の汎用性の点で有利となると考える． 

 また，映画では，舞台セットやCGなどを用いることに

より風景を加工し，実際の撮影地には存在しない風景を

表現する場合もあるが，実際がどうであったかというよ

りも，いかに本物らしく見え，鑑賞者に違和感なく受け

入れられるかということを追求した映像はリアリティを

失っていないと考える． 

 

 

３．先行研究の整理と本研究の位置づけ 

 

これまでに，地域形成や公共空間整備への示唆を目的

に映画を分析した研究として，特定の地域や空間のイメ

ージを捉えた研究２)４)や，構図の分析を通じて景観資源

を発掘し，それらを眺める手立てを検討した研究５)６)７)

などが見られるものの，総じて先行研究に乏しく，本研

究が意図するような海の風景の意味を解読した研究はみ

られない． 

また，映画を用いて風景の意味や地域イメージを解読

する方法として，先行研究では，映画で撮影された地域

の歴史を予備知識として，研究者の主観的判断により映

像の意図を考察する方法２)や，特定の被験者を対象とし

て映像の印象を調査する方法４)が示されているものの，

本研究のように，撮影技法という映画制作の理論を援用

して，映画制作者が意図する風景の意味を解読する方法

は見られない．  

このように，海の風景という先行研究では扱われてこ

なかった景を対象としていること，また，映画に描写さ

れる風景の意味を解読する新たな方法を検討したことに

本研究の独自性を見出すことができる． 

 

 

４．映像の分析方法 

 

(1)分析対象映像の選定 

海が撮影された映画は，その全てを把握することが困

難であるほど多数存在する．そのなかでも，より人々の

心に刻まれるような印象的な海の映像，さらに多くの人

に理解される大衆性を獲得している映像を用いることが

肝要であると考える．そこで，映像の質と認知度の高い

映像を抽出するため，国内初の映画ロケ地情報専門誌で

ある｢Location Japan｣８)-16)をテクストとして用いる．こ

の資料に掲載されている映画のシーンは，映画に関する

見識を有する編集者によって，認知度が高い映画作品か

ら，人々の記憶に残るような印象的なシーンが選定され

ている※１．そのため，分析対象映像を抽出する資料と

して適当であると考えられる． 

分析対象映像の抽出手順は，図-１に示すように，ま

ず｢Location Japan｣に掲載されている映画に関する写真

の中から，海が写された映画撮影地の写真を把握する．

この映画撮影地の写真は，映画作品中で表現される映像

とほぼ同様の構図で撮影されている※１ことから，シー

ンを特定する判断材料のひとつとなる．次に，把握した

写真の説明文のうち，映画作品中のシーンの状況が記さ

れている説明文を抽出する．  

そして映画作品との照合により抽出したシーンを特定

し※２※３，映画制作者の伝えたいメッセージが代弁され

る，登場人物と背景の海が同時に撮影されたショット※

４を抽出する．このときに，本研究は風景の分析に主眼 

図-1 分析対象映像の抽出手順 

写真－１ 掲載写真(文献８) 

１.文献調査：｢Location Japan｣に掲載される，海が撮影された映画シーンの抽出

海が撮影された映画撮影地の写真    

(広告等の記事内の写真は除く)     
a.掲載写真の把握 

d.ショットの抽出 

分析対象映像94ショット(15作品29シーン)を抽出 

･登場人物と海が同時に撮影されたショット 

･フルショット・ロングショット・超ロングショットで撮影さ

れたショット(表-１下図参照) 

a.で抽出した写真の説明文のうち，

映画中のシーンの状況が      

特定できるもの 
b.写真説明文の抽出 

c.シーンの特定 
１シーン：同一の時間と場所として繰り広げられる，物語の１

区切りとなるショットのまとまりのこと (文献17) 

２.映像調査：分析対象ショットの抽出 



 

表-1 撮影技法と効果(文献17･19を基に筆者作成) 

【注】カメラポジションの概要図 

超ロング  
ショット

ミディアム 
ショット 

ロング  
ショット

フル   
ショット

バスト    
ショット

クロースアップ
ショット 

カ
メ
ラ
ワ
ー
ク 

カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル 

カ
メ
ラ
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

【注】

を置いていることから，ショットの抽出の際には，主

に背景に意味を有するフルショット，ロングショット，

超ロングショット17)で撮影された映像を抽出条件とする
※５※６(表-１網掛け部分)．それらの結果，映画15作品29

シーンから，94ショットの映像を抽出した． 

 

(2)海の風景の意味を解読する方法 

映画制作者は，主に役者の演技と舞台の眺め(構図)を

通して映像の意図を表現することから，本研究では登場

人物と舞台となる海の風景の２点に着目し分析していく． 

まず，映像の意図が表現される登場人物の心情と活動

を把握し，海が描写されたシーンの状況を捉える．登場

人物の活動内容は，｢Location Japan｣に記載されている

シーンの状況説明文を基に，前後のストーリーや台詞を

踏まえたうえで把握する．心情の把握にあたっては，感

情表現の用語が網羅的に収集され，その用例が記されて

いる｢感情表現辞典｣18)を参照し，作品のストーリーや登

場人物の表情･台詞を参考に，各ショットで適当と思わ

れる言葉(キーワード)を当てはめる※７．  

また，海の風景が映された映像における構図の特徴を

把握する．こうして，シーンの状況と海の風景の描写状

況との関わりが複数の映画作品に共通して見出すことが

できた映像において，海の風景がシーンの状況をどのよ

うに演出しているかについて考察する． 

このとき，映像が示す記号は言語ほど明快ではないた

め，映像の意図を読み解くには映像制作に関する理解が

必要となる．そこで，映画ではメッセージをより鮮明に

伝えるための演出として撮影技法が駆使されることから，

表-1 に示す撮影技法とその効果を抽出し，映像の意図

を解釈するひとつの手段として用いる※８． 

 また，映画ではショット単体で意味をなす場合と複数

のショットの構成により映像の意図を表現する場合があ

るため，シーンを構成する複数の風景のつながり方や各

ショットが表現される時間長さについても考慮したうえ

で演出状況を考察する必要がある．本稿では，そのよう

な映像のシークエンスの分析を念頭に置きつつも，その

前段階としての海の風景が映された個別ショットの分析

結果を述べていくものとする． 

   

 

５．考案した分析手法に基づく海の風景の意味 

 

表-2 は，分析対象映像 94 ショットのうち２作品以上

の映画で共通して海の風景の意味を捉えることができた

映像 18 ショットについて，｢主な登場人物の活動｣｢主な

登場人物の心情｣｢海の風景の描写状況｣，各ショットに

施された｢撮影技法｣を示したものである． 

名称 方法 効果 

[SL] 
超ロングショット 

登場人物を小さく撮る 
ショット 

･風景を映し出すのに適している 

[L] 
ロングショット 

立った登場人物がフレーム
の高さに収まる程度の大き
さで撮られたショット 

･客観性を作品に与える 
･登場人物の位置関係や舞台の状況  
説明に適している 
･登場人物のボディーランゲージを  
有効に活かせる 

[F] 
フルショット 
 

登場人物の膝から上を撮っ
たショット 

･登場人物の動きをじっくり捉える 
･人間の営みを見据えるドキュメンタ
リーに適している 

[M] 
ミディアムショット

登場人物の腰から上を撮っ
たショット 

･動きや表情がよく見える 
･登場人物と背景に同等の比重が与え
られる 

[B] 
バストショット 

登場人物の胸から上を撮っ
たショット 

･登場人物の表情がわかり安定感が  
ある 

 
 

[C] 
クローズアップ 

登場人物の顔ひとつがフレ
ームにおさまる程度の大き
さで撮られたショット 

･撮り手の主観が強調される 
･登場人物の感情や思想，考えを表現
する 

[H] 
ハイアングル 

被写体を見下ろすように 
撮影 

･被写体に小さく弱い印象を与える 

[E] 
アイレベルアングル

人間の目の高さで撮影 ･安定感がある 
･現実味を演出する 

[Lo] 
ローアングル 

被写体を見上げるように  
撮影 

･画面に迫力が出る 
･被写体に堂々として強い印象を   
与える 

[Bi] 
鳥瞰アングル 

鳥瞰図のように撮影 ･場所の情報を鑑賞者に伝える 
･アクション全体を見渡せる 

 

[D] 
ダッチアングル 

カメラを傾けて撮影 ･ダイナミックに演出する 
･不安定な心理状態を演出する 

[P] 
パン 

カメラの位置を固定した状 
態で首を水平方向に回転さ 
せながら撮影 

･動いている被写体を追いかける 
･意外性を出す 
･風景の全貌を見せる 
･登場人物が顔を動かした後では，   
その人物の主観となる 
･鑑賞者の注意を持続させる 
･鑑賞者に気づかせる 

[Tu] 
ティルトアップ 

カメラの位置を固定した状
態で首を上に振りながら撮
影 

･開放感を感じさせる 

[Td] 
ティルトダウン 

カメラの位置を固定した状
態で首を下に振りながら撮
影 

･鑑賞者の視線を一点に誘導する 

[Zi] 
ズームイン 

ズームを用いて被写体に寄
っていくこと 

･位置関係や大きさがわかる 
･意外性を出す 
･鑑賞者の視線を一点に誘導する 
･緊張感を高める 

[Zo] 
ズームアウト 

ズームを用いて被写体から
引いていくこと 

･位置関係や大きさがわかる 
･意外性を出す 
･全体の舞台を紹介する 
･鑑賞者の緊張度を徐々に弛緩させ，
解放感を感じさせる 

[Tr] 
トラッキング 

動く被写体と並行移動しな
がら撮影 

･疾走するトラックなどを撮影する  
場合，追いかける臨場感が出る 
･歩くふたりを撮影する場合，ふたり
の対話する台詞に集中させる 
･ひとりで歩く様子を撮影する場合，
登場人物の意志を強調する 

[TU] 
トラックアップ 
 

被写体に向かってカメラを 
前進させながら撮影 

･鑑賞者の視線を一点に導いて，確信
が何であるかを知らせる 
･緊張感とサスペンスを熟成する 

[TB] 
トラックバック 

被写体からカメラを徐々に 
離しながら撮影 

･相手を突き放したような非常感や  
無力感を表現する 

[Cu] 
クレーンアップ 

カメラが上昇しながら被写
体を撮影 

･登場人物の気持ちそのものを代弁  
する 

[Cd] 
クレーンダウン 

カメラが下降しながら被写
体を撮影 

･登場人物の気持ちそのものを代弁  
する 

[R] 
回転移動 

被写体のまわりを回りなが
ら撮影 

･周囲から隔絶した，ふたりだけの  
世界をつくる 

[Ha] 
手持ち移動撮影 

手または体でカメラを支え 
ながら撮影 
 

･鑑賞者に対してその場にいるような
気持ちにさせる 
･激動や混乱，衝突，不安，動揺，躍
動などを表現する 

[pF] 
パンフォーカス 

すべての被写体にピントが 
合うように撮影 

･場面を構成する原因･結果の要素を 
選択できる自由を与える． 
･現実を暴露し，画風が客観的になる 
･複数のアクションを一度に見せ，
劇的さを高める 
･作者が強調したいポイントを示す 
･ふたつの被写体を対立させたい時に
有効な手段となる 
･雄大な風景の撮影に適している 

[sF] 
ソフトフォーカス 

一部の被写体にピントが合 
わないように撮影 

･特定の被写体を強調する 
･ロマンチックな感情を表現する 
･夢や幻想の世界に鑑賞者を導びく 
･現実をごまかす 
･主観ショットの場合，視覚が不明確
な様を表現する 

 
 

[rF] 
ラックフォーカス 

フォーカスを別の平面に切 
り替える 

･前後の平面は二項対立を表現する 
･鑑賞者の視線をある方向へ誘導する 



 

人物 

海

人物 

海

人物 

海 

図-3 表-2｢海の風景の描写状況｣－②の典型 

人物 

海 

図-2 表-2｢海の風景の描写
状況｣－①の典型 

*7 *2 *5 *6

*4 *4 人物 

水平線 

図-4 表-2｢海の風景の描写
状況｣－③の典型 

人物 

海面

図-5 表-2｢海の風景の描写
状況｣－④の典型 

*14 *18 

図-6 映像No4における風景の変化 

表-2 海の風景の意味を捉えた映像18ショットの内容 
【注１】本文中*番号と画像*番号に対応                          
【注２】項目中のアルファベットは，表-１｢名称｣の項目に記載する[]内のアルファベットと対応 

撮影技法 【注２】 
映像No 
【注１】 

◇主な登場人物の活動[下線･斜字は活動場所を示す] 
■主な登場人物の心情 

海の風景の描写状況 カメラ   
ポジション

カメラ 
アングル

カメラ  
ワーク 

シーンNo 
作品
No 
タイム  
カウンター

 *1 
◇転校先のクラスメイトと馴染もうとしない主人公が，海岸沿いの道を一人で通
学する．                                  
■哀(虚しい･孤独) 

SL H Tr A f) 
0:03:12～
0:03:19

 *2 
◇過去にタイムスリップしてしまった盲目の老人が，砂浜に設置されたバス停で途
方に暮れている．                              
■厭(困る) 哀(孤独) 

SL H ― B g) 
0:38:31～
0:38:35

 *3 
◇生徒やその保護者と馴染むことのできない新任の先生が，海が見える棚田のあ
ぜ道を通り一人で家路につく．                        
■厭(しょげる) 哀(孤独) 

SL B ― C n) 
0:21:09～
0:21:13

 *4 
◇恋人同士の主人公とヒロインが，海が見える高台で｢忘れられない恋｣について
語り合う．                                 
■喜(弾む) 

①          
登場人物の姿を小さ
く見せ，その存在感
を弱めることで，背
景の海の広がりが強
調されるように描写
される 

SL H P/Cu/Cd D i) 
0:27:59～
0:28:15

 *5 F Lo P 0:00:53～
0:01:06

 *6 L E P 0:01:17～
0:01:28

 *7 

◇幼い主人公と母親が，砂浜で笑いながら砂遊びや追いかけっこをしている．  
■喜(楽しい) 

SL E ― 

E 

0:01:54～
0:02:08

 *8 F Lo Tu 0:35:19～
0:35:21

 *9 SL E ― 0:35:31～
0:35:44

 *10 

◇主人公は，夕陽に照らされた砂浜で，一人東京に行ったまま帰らない母親のこと
を思う．                                  
■好(恋しい) 

② 
複数のショットの構
成により，時間の経
過とともに海の広が
りが徐々に強調され
ていくように描写さ
れる 

SL E ― 

F 

l) 

0:35:46～
0:35:50

*11 L Lo Ha 1:19:39～
1:19:44

 *12 F Lo Ha 1:20:18～
1:20:58

 *13 

◇主人公は，殺された婚約者が幼い頃過ごした砂浜を訪れ，婚約者が幼い頃感じ
ていた海風を浴びる．                            
■好(偲ぶ) 

F Lo Ha 

G 

1:20:59～
1:21:21

 *14 
◇殺された主人公の婚約者は，幼い頃家族に恵まれず，いつも一人で砂浜に行っ
ては暗くなるまで手を広げて海風を感じていた．                
■哀(寂しい) 

L Lo Ha H 

j) 

1:20:04～
1:20:11

 *8 
◇主人公は，夕陽に照らされた砂浜で，一人東京に行ったまま帰らない母親のこと
を思う．                                  
■好(恋しい) 

③        
画面を横断する水平
線から，登場人物の
姿を突出させるよう
に描写される 

F Lo Tu F l) 
0:35:19～
0:35:21

 *15 
◇兵士たちが，家族に見送られながら船で戦場に向かう．[活動場所：海上]   
■哀(悲しい) 

SL H ― I b) 
1:19:56～
0:20:14

 *16 
◇島民たちが，砂浜を歩いて海で亡くなった漁師たちの精霊流しに向かう．   
■好(偲ぶ) 哀(哀悼) 

SL E P J c) 
1:17:23～
1:17:40

 *17 
◇重病を患う恋人が死ぬ夢を見た主人公が，一人夜明けの砂浜で思いにふける．
■哀(悲しい) 怖(心配) 

SL E ― K h) 
1:03:14～
1:03:24

 *18 
◇主人公は，かつて恋人と語り合った防波堤の上で，一人恋人の生前のメッセー
ジが録音されたテープを聴く．                        
■好(いとおしい) 喜(満たされる) 

L H ― L i) 
0:48:06～
0:48:12

 *9 SL E ― 0:35:31～
0:35:44

 *10 

◇主人公は，夕陽に照らされた砂浜で，一人東京に行ったまま帰らない母親のこと
を思う．                                  
■好(恋しい) 

④        
海面に登場人物の姿
を埋没させ，その姿
をシルエットとして
映しこむように描写
される 

SL E ― 
F l) 

0:35:46～
0:35:50



 

はじめに，表-2｢撮影技法｣の｢カメラポジション｣に示す

ように，映像18ショット(９作品12シーン)中，風景を

映し出すに適している超ロングショットで撮影された映

像が 10 ショット(８作品９シーン)と過半であった．こ

のことから，映画制作者は積極的に海の眺めに映像のメ

ッセージを込めていることがわかる．  

以降は，映像18ショットで捉えられた海の風景の意味

を解説していく． 

 

(1) 人が孤立した様を演出する雄大な海 

 突然タイムスリップしてしまった盲目の老人が，途方

に暮れてベンチに座っている場面や，学校に馴染もうと

しない帰国子女が一人で登校する場面，また，女の子が，

島を離れて東京にいったまま帰らない母親のことを思う

といった，登場人物の孤独な心情が表現されている場面
*1-3,8-10で海が撮影されていた． 

 そして，これらの映像では，２種類の海の風景の描写

状況をみることができた． 

表-2に示す｢海の風景の描写状況｣―①に該当するショ

ット*1-3では，｢撮影技法｣を見てもわかるように，風景を

映し出すのに適した超ロングショットに加え，登場人物

の印象を弱めるハイアングルや鳥瞰アングルで撮影され

ている．このように，登場人物の存在感を弱め，背後に

広がる海の広大な眺めを強調していることがわかる． 

また，表-2｢海の風景の描写状況｣―②に示すショット
*8-10では，時間の経過とともにフルショットから超ロン

グショットへと海の広がりが徐々に強調されていくとい

う演出がなされている． 

いずれの海の風景の描写においても，海の風景が有す

る広大なスケールを強調していることがわかる． 

以上のように，海の風景が有する広大なスケールは，

人が孤立する様を演出するという意味を有していると考

えられる． 

 

(2) 親密な関係を演出する雄大な海 

恋人同士が語り合う場面や，幼い少女とその母親が，

海に囲まれた砂浜で二人きりで遊ぶといった，登場人物

間の親密な関係が表現される場面*4-7 において海が描写

されている． 

恋人同士が語り合う場面では，樹木に覆われた空間が

映される構図から一転して，高台から海が一望できる開

放的な構図が映し出される*4．このとき，超ロングショ

ットに加え，観客に対して映像の変化に気づかせるため

のパンの撮影技法が用いられていることから，このショ

ットには海の眺めの開放感を強調する意図があるといえ

る．そして，登場人物の活動場所は開放的な海への眺望

が得られながらも，樹木に囲まれ周囲から眺められにく

い．このような空間は人間が本能的に落ち着ける空間で

あり，海の風景の開放性を利用して，隠れ家にいるよう

な二人だけの空間を表現する演出であると考えられる． 

また，海に囲まれた砂浜で母娘が遊ぶ場面では，母娘

の様子がフルショットで映された映像*5から徐々にロン

グショット*6，登場人物の姿が確認できなくなるほどの

超ロングショットとなり，活動の舞台は海に浮かぶ孤島

のように映される*7．このように，海面の広がりを強調

することで，母娘以外のものは立ち入ることができない

という空間の断絶を想起させ，活動の舞台を母娘二人だ

けの空間として表現していると考えられる． 

 このように，映画では海の風景の開放感や海面の広が

りを活用して，登場人物の親密な関係を演出していた． 

 

(3) 思いにふける情景を引き立てる海 

主人公が重病の恋人のことを考えながら佇む場面や，

殺された婚約者が幼少時代に過ごした砂浜を訪れ，婚約

者のことを回想するなどの，亡き人や親しい人を思い佇

む場面で海が登場し，人物が思いにふける舞台として海

が捉えられていることがわかる． 

 そして，これらの映像では２種類の海の風景の描写状

況を確認することができた． 

表-2｢海の風景の描写状況｣―③に示すように，画面を

横断する水平線から登場人物の姿を突出させるように映

していることがわかる．そして，これらの映像は，すべ

て登場人物の姿を有効に見せるフルショットやロングシ

ョットで撮影され，さらに被写体の姿を強調するローア

ングルで撮影されている．このことから，画面を横断す

る水平線もまた，思い佇む登場人物の姿を際立たせる役

割を担っているといえよう． 

 一方の表-2｢海の風景の描写状況｣―④に示すショット
*9,10,15-18では，思いにふける登場人物の姿を海面にシルエ

ットとして映していた．この描写は，台詞の無い映像の

なかで登場人物の姿や表情を目立たせないことにより，

亡き人や親しい人物を思う心情を映像の主題として表現

する演出であると考えられる． 

以上のことから，海の風景は，海辺で思いにふける人

の姿や心情を引き立てるという意味を有していると考え

られる． 

 

 

６．まとめと今後の研究の展開 

 

本研究では，撮影技法を用いた映画の分析手法を考案

し，映画をテクストとして海の風景的意味を解読した．

その結果，映画では人の活動とともに海が有する広大な

スケールを活かすなどして，いくつもの意味を持つ海の

風景を表現していたことを捉えることができた． 

なかでも，しみじみと海を見渡す場面や，砂浜で佇む



 

場面などといったように，人々のプライベートな場面，

静寂な場面として海の風景が表現されていたことは，

人々による賑わい形成が主眼となっている近年の海辺の

捉え方(｢ハレの場｣)とは異なった，海の風景のもうひと

つの意味の重要性を示唆するものであるといえよう．さ

らに，海が人の活動や心情を際立たせる｢地｣としての役

割を担っていた． 

本研究では，主に分析対象映像を静止したショット単

体として捉え，視点(カメラ)の移動や複数ショットの構

成･ショットの時間長さについて考察していない．映画

では，複数ショットのつながりやカメラの動きによって，

時間の経過とともに映像が変化していく形態をとってお

り，その変化のなかで映像の意味を表現する場合がある

ことから，今後は，複数のショットで構成されたシーク

エンスな映像のなかで，海の風景がどのような役割を果

たしているのか考察を進めていく． 

 

謝辞：本研究の資料調査において川口航氏(現ミサワホ

ーム株式会社)，西本豊氏(現YKKAP株式会社)には多大な

ご協力を頂いた．厚く謝意を表する． 

 

補注 

※１ ｢Location Japan｣編集部ディレクター吉田博嗣氏へのヒア

リング調査による．(調査日:2006年８月23日･26日)  

※２ 映画作品の収集活動を実施した2006年８月23日から同年８

月29日までに入手可能であった映画作品に限る． 

※３ シーンとは，同一の時間や場所において登場人物が繰り

広げる，物語の一区切りとなるショットのまとまりのこ

とを指す(文献17)． 

※４ ショットとは，映画を構成する映像の最小単位となる，

カメラをひと回しで撮ったひとかたまりの映像のことを

指す(文献17)． 

※５ 映像中で人物が動く場合は，ショットの時間長さの過半

が条件に該当するものを分析対象に含めることとする． 

※６ ロングショットと超ロングショットを分類するうえで，

目安となる境界は定義されていない．本研究では，登場

人物のボディランゲージを有効に活かせるというロング

ショットの効果を踏まえ，映像を観賞する際に，ボディ

ランゲージが視認できないほど，登場人物が小さく映さ

れている映像を超ロングショットと設定した． 

※７ 文献18に定義された感情｢喜･怒･哀･怖･恥･好･厭･昂･安･驚｣

の10分類のいずれかに分類する． 

※８ カメラアングルを分類するうえで，目安となる境界は定

義されていない．本研究では，映画制作に関する文献で

紹介されている各アングルの構図を参考として，調査員

３名の判断により分類した．判断が困難な映像について

は，アイレベルアングルが基本となるアングルであるこ

とを考慮し，すべてアイレベルアングルとした． 
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l)｢ニライカナイからの手紙｣,2005,熊澤尚人,(株)アイ･エム･ジ

ェイ,(株)ポニーキャニオン 

m)｢星に願いを．｣,2002,冨樫森,(株)パラマウントホームエンタ

テインメントジャパン 

n)｢ほたるの星｣,2003,菅原浩志,(株)角川ヘラルド映画 

o)｢四日間の奇蹟｣,2005,佐々部清,(株)東映ビデオ 
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